
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2022年6月13日（月）

●会 場：Web開催

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

研究員 向井 有理子

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします

（出席者：13人 回答者数：11人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は大
きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

アンケート集計

SRC研修コース

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081

【事務局より】今回のセミナーは、5組織13名の方にご参加いただきました。参議院議員選
挙の前で参加がかなわなかった方々も複数あり、残念でしたが、少数精鋭で濃密なセミナー
になったかと思います。今回学ばれた内容は、ぜひ各組織の活動に活かしていただけますと

幸いです。次回は秋冬シーズン（10月・11月）に同様のセミナーを開催いたします。日程も右
記のとおり決まりましたので、他の役員の方々や友好労組の皆様にもお勧めいただけますよう
お願いいたします！

感想コメント（気づき・ご意見）

• 「仮説を持っておくことが大事！！！仮説を明らかにするような項目を作

る。」「アクションが行われて初めて「調査」は完結する。」という2点

が、とても印象的でした。

• 意識調査の心得部分で、自身で課題と仮説を立てた上で、手段として調査を

活用していくプロセスの理解がさらに深まりました。

•仮説、意図、目的を持って設計するということと、一方で意図を伝えす

ぎないように対象者に伝える難しさがあると感じたため、その点気を付け

たいと感じました。

• 意識調査は「あなた」ではなく、組織の社会的現実を測るために行うと

いうことが分かった。

•「本当はありのままのデータを取りたいが、質問をした時点で多少な

りとも回答を操作してしまう」という趣旨のコメントをされていたことが

非常に印象深いです。このことは常に気を付けて調査をしないといけないと強

く感じました。

•推奨できない調査項目は具体的な事例がわかりやすかったです。ついつ

いやってしまいそうなので心を数値化できるように、メンバーで質問用紙を

作成したいと思います。

•組織内で調査を実施する際の質問の仕方に繋げたい。

• 実際にライブでお話を聴けなかったのが残念ですが、オンラインでもお話しが

聴けてグループワークで他労組の方とも交流できたことは非常にありが

たかった。

• Zoom研修にも慣れてきました。４人程度であればグループ討議もそんな

に違和感なくなってきました。

★その他にも多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

【ON・I・ON2入門セミナー】

10/13（木）・11/9（水）

【ＳＲＣのための調査活用セミナー】

10/25（火）・11/17（木）

秋冬シーズン開催決定！

10月は東京会場 11月はWeb開催

セミナー配信の様子

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728184YtSRGGFT申し込みフォームはこちら→

https://www.secure-cloud.jp/sf/business/1639728184YtSRGGFT

